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用語の定義
建物火災焼損程度

全　　焼……………　建物の焼き損害額が火災前の建物の評価額の７０パーセント以上のも

　　　　 　　　　のはこれ未満であっても残存部分に補修を加えて再使用できないものを 

　　　　 　　　　いう。

半　　焼……………　建物の焼き損害額が火災前の建物の評価額の２０パーセント以上のも

　　　　 　　　　ので全焼に該当しないものをいう。

部 分 焼……………　建物の焼き損害額が火災前の建物の評価額の２０パーセント未満のも

　　　　 　　　　のでぼやに該当しないものをいう。

ぼ　　や……………　建物の焼き損害額が火災前の建物の評価額の１０パーセント未満であ

　　　　 　　　　り焼損床面積が１平方メートル未満のもの、建物の焼き損害額が火災前

　　　　 　　　　の建物の評価額の１０パーセント未満であり焼損表面積が１平方メート

　　　　 　　　　ル未満のもの、又は収容物のみ焼損したものをいう。

救急事故種別

火　　災……………　火災現場において直接火災に起因して生じた事故をいう。

自然災害……………　暴風、豪雨、高潮、地震等の異常な自然現象に起因する事故をいう。

水難事故……………　水泳中の溺者又は水中転落等による事故をいう。

交通事故……………　すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故、若しくは歩行者

　　　　 　　　　等が交通機関に接触したこと等による事故をいう。

労働災害……………　各種工場、事業所、作業場等で就業中発生した事故をいう。

運動競技……………　運動競技の実施中に発生した事故をいう。

一般負傷……………　他に分類されない不慮の事故をいう。

加　　害……………　故意に他人によって障害等を加えられた事故をいう。

自損行為……………　故意に自分自身に傷害等を加えた事故をいう。

急　　病……………　疾病によるもので、救急業務として行ったものをいう。

そ の 他……………　転院搬送、医師・資器材等の搬送及びその他上記に分類不能のものを

　　　　 　　　　いう。
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車両の配置状況

配 置 先

車  　種

消

防

本

部

消　　　　　防　　　　　署
合

計

本

署

東

部

分

署

西

部

分

署

朝
倉
出
張
所

東

出

張

所

指 揮 車 １ １ 

水 そ う 付 ポ ン プ 車 ２ １ １ １ １ ６ 

ポ ン プ 車 １ １ 

化 学 車 １ １ 

は し ご 車 １ １ 

救 助 工 作 車 １ １ 

司 令 車 １ １ １ １ １ ５ 

高 規 格 救 急 車 ２ １ １ １ １ ６ 

救 急 車

資 材 運 搬 車 １ １ 

防 火 広 報 車 １ １ 

人 員 輸 送 車 １ １ 

そ の 他 の 車 両 ３ ２ ５ 

合　　　　　　　　 計 ５ １３ ３ ３ ３ ３ ３０ 

消防水利の状況
種　別

市町村

消火栓
防火水そう 井　　　戸  プ ー ル

２０t 以上
合　計

４０t 以上 ２０t 以上 ４０t 以上 ２０t 以上

朝 倉 市 ５０９ ３３６ ４９ ９４ １５ １８ １，０２１ 

東 峰 村 １１ ５１ ４ ３ ６９ 

筑 前 町 ２３ ２６９ ２４ １ １ ８ ３２６ 

合　　　 計 ５４３ ６５６ ７７ ９５ １６ ２９ １，４１６ 
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消防機材の配置状況

配 置 先

種 　 別

本

署

東

部

分

署

西

部

分

署

朝
倉
出
張
所

東

出

張

所

合

計

救

助

資

器

材

カ ギ 付 は し ご ３ １ ４ 

三 連 は し ご ３ １ １ １ ６ 

空 気 式 救 助 マ ッ ト １ １ ２ 

救 命 索 発 射 銃 ２ １ ３ 

可 搬 式 ウ ィ ン チ ３ ３ 

マ ン ホ － ル 救 助 器 具 １ １ 

マ ッ ト 型 空 気 ジ ャ ッ キ １ １ 

大 型 油 圧 ス プ レ ッ ダ － １ １ 

エ ン ジ ン カ ッ タ － ２ １ １ １ １ ６ 

ガ ス 溶 断 器 １ １ 

チ ェ － ン ソ － １１ ３ ３ ２ ３ ２２ 

大 型 油 圧 切 断 機 １ １ 

万 能 斧 ８ １ １ １ １ １２ 

可 燃 性 ガ ス 測 定 器 ２ １ １ １ １ ６ 

空 気 呼 吸 器 ２１ ４ ４ ４ ３ ３６ 

酸 素 呼 吸 器 ５ ５ 

潜 水 器 具 一 式 ６ ６ 

救 命 ボ － ト ２ ２ 

船 外 機 ３ ３ 

投 光 器 一 式 ８ １ １ １ １ １２ 

緩 降 器 ３ １ １ １ ６ 

化 学 防 護 服 ４ ４ 

救

急

資

器

材

気 道 確 保 資 器 材 一 式 ２ １ １ １ ５ 

自 動 体 外 式 除 細 動 器 ２ １ ２ １ １ ７ 

シ ョ ッ ク パ ン ツ ２ １ １ １ １ ６ 

輸 液 用 資 器 材 一 式 ２ １ １ １ ５ 

患 者 監 視 装 置 ２ １ １ １ １ ６ 

心 電 図 伝 送 装 置 １ １ １ ３ 

喉 頭 鏡・マ ギ － ル 鉗 子 ２ １ １ １ １ ６ 

室 内 紫 外 線 殺 菌 装 置 １ １ １ １ ４ 

室 内 オ ゾ ン 殺 菌 装 置 １ １ 

紫 外 線 殺 菌 ロ ッ カ － １ １ １ １ １ ５ 



― 4 0 ―

火　災　の　概　要
　平成２０年中の出火件数は３８件で、前年より１９件の減少となりました。火災種別ごとにみると

建物火災は２５件で総出火件数の６５．８％を占め、車両火災４件、林野火災２件、その他火災７件と

なっています。

　損害額は６５，９２５千円で、前年より６９，１３４千円の減少となっています。負傷者は５名で前

年より８名減少しています。また、死者は２名発生しています。

項　　　　　　　　　　目 単位 平成２０年 平成１９年 比較　（▲減）

火 災 発 生 件 数 件 ３８ ５７ ▲ １９

内

訳

建 物 火 災 件 ２５ ３７ ▲ １２

林 野 火 災 件 ２ １ １

車 両 火 災 件 ４ ８ ▲ ４

そ の 他 火 災 件 ７ １１ ▲ ４

総 損 害 額 千円 ６５，９２５ １３５，０５９ ▲ ６９，１３４

内

訳

建 物 損 害 額 千円 ５３，２２３ ７９，２９８ ▲ ２６，０７５

収 容 物 損 害 額 千円 ９，１５０ ４５，９０７ ▲ ３６，７５７

林 野 損 害 額 千円 ０ ６００ ▲ ６００

車 両 損 害 額 千円 ２，８２１ ２，９８３ ▲ １６２

そ の 他 損 害 額 千円 ７３１ ６，２７１ ▲ ５，５４０

建 物 焼 損 床 面 積 ㎡ １，３１９ ２，７５３ ▲ １，４３４

建 物 焼 損 表 面 積 ㎡ ７ ９８ ▲ ９１

林 野 焼 損 面 積 ａ ２ １２ ▲ １０

焼 損 棟 数 棟 ３５ ５５ ▲ ２０

り 災 世 帯 数 世帯 ２０ ３７ ▲ １７

り 災 人 員 人 ４８ ９７ ▲ ４９

死 者 数 人 ２ ３ ▲ １

負 傷 者 数 人 ５ １３ ▲ ８

一 月 平 均 火 災 件 数 件 ３．２ ４．８ ▲ １．６

出 火 率 件 ４．２ ６．２ ▲ ２．０

管 内 人 口 人 ９１，０５１ ９１，８８１ ▲ ８３０

（注）　出火率は人口１万人当たりの出火件数（人口は平成２０年１２月３１日現在の住基人口）
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救　急　の　概　要
　平成２０年中の救急出場件数は３，４９９件で、前年に比べて６４件の増加となりました。これは１

日平均１０件（前年９件）で１５０分に１件の割合で出場し、管内住民の約２８人に１人が救急車を

利用したことになります。これを事故種別ごとに見ると、急病１，８６０件（５３．２％）、転院搬送

６０９件（１７．４％）、一般負傷４８３件（１３．８％）、交通事故４００件（１１．４％）、その他の

事故１４７件（４．２％）となっています。また、管内には救急３次病院の医療施設が無いため管轄

区域外への搬送も年々増加しています。

項 目  平成２０年  平成１９年 比較（▲減）

出 場 件 数 ３，４９９ ３，４３５ ６４ 

搬 送 件 数 ３，２４８ ３，２３０ １８ 

不 搬 送 件 数 ２５１ ２０５ ４６ 

出

場

件

数

の

内

訳

火 災 ２ ８ ▲ ６ 

自 然 災 害 ０ ０ ０ 

水 難 ３ ３ ０ 

交 通 事 故 ４００ ４３９ ▲ ３９ 

労 働 災 害 ４１ ５３ ▲ １２ 

運 動 競 技 ２６ １８ ８ 

一 般 負 傷 ４８３ ４６５ １８ 

加 害 １４ １４ ０ 

自 損 行 為 ４６ ２７ １９ 

急 病 １，８６０ １，８３７ ２３ 

そ
の
他

転 院 搬 送 ６０９ ５６２ ４７ 

医 師 搬 送 ０ ０ ０ 

資 器 材 搬 送 ０ ０ ０ 

そ の 他 １５ ９ ６ 

搬 送 人 員 ３，３０６ ３，３２１ ▲ １５ 

傷

病

程

度

死 亡 ８８ ６９ １９ 

重 症 ５７２ ５４２ ３０ 

中 等 症 １，６１４ １，５９３ ２１ 

軽 症 １，０３０ １，１１６ ▲ ８６ 

そ の 他 ２ １ １ 

１ 日 平 均 出 場 件 数 ９．６ ９．４ ０．２ 

１ 隊 平 均 出 場 件 数 ５８３ ５７３ １０ 

救 急 車 利 用 率 管内住民約２８人に１人 管内住民約２８人に１人

管 内 人 口 ９１，０５１ ９１，８８１ ▲ ８３０ 

（注）　人口は平成２０年１２月３１日現在の住基人口
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市町村別の救急状況
項 目

市町村　年

出

場

件

数

搬

送

件

数

搬

送

人

員

出　　　　　場　　　　　件　　　　　数

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

朝倉市

１９ ２，３２１ ２，１７７ ２，２３３ ７ ３ ２７４ ３３ １１ ２９２ １０ 

２０ ２，４１０ ２，２４４ ２，２７８ ２ ３ ２４６ ３０ １９ ３０８ ７ 

東峰村

１９ １２０ １１６ １１９ １１ ３ １ １９ 

２０ １４７ １２９ １３０ ９ １ ３７ ２ 

筑前町

１９ ９８２ ９２６ ９５５ １ １４３ １７ ６ １５４ ４ 

２０ ９３６ ８７２ ８９５ １４１ １１ ６ １３８ ５ 

管　 外

１９ １２ １１ １４ １１ 

２０ ６ ３ ３ ４ 

合　 計

１９ ３，４３５ ３，２３０ ３，３２１ ８ ０ ３ ４３９ ５３ １８ ４６５ １４ 

２０ ３，４９９ ３，２４８ ３，３０６ ２ ０ ３ ４００ ４１ ２６ ４８３ １４ 
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　　　の　　　　　内　　　　　訳 傷 病 程 度
出

場

件

数

一

日

当

た

り

の

自

損

行

為

急

病

そ の 他
死

亡

重

症

中

等

症

軽

症

そ

の

他

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

器

材

搬

送

そ

の

他

２０ １，１９２ ４７０ ９ ４９ ４０７ １，０７４ ７０２ １ ６．４ 

３４ １，２３１ ５１９ １１ ６１ ４２６ １，１１７ ６７２ ２ ６．６ 

８４ ２ １ １８ ５８ ４２ ０．３ 

９４ ３ １ ４ ２５ ５８ ４３ ０．４ 

７ ５６０ ９０ １９ １１７ ４５５ ３６４ ２．７ 

１２ ５３３ ８７ ３ ２３ １２０ ４３９ ３１３ ２．６ 

１ ６ ８ ０．０３ 

２ １ ２ ０．０１ 

２７ １，８３７ ５６２ ０ ０ ９ ６９ ５４２ １，５９３ １，１１６ １ ９．４ 

４６ １，８６０ ６０９ ０ ０ １５ ８８ ５７２ １，６１４ １，０３０ ２ ９．６ 
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月別、時間別の出場件数
種　別

月

時 間

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ　の　他

転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
器
材
搬
送

そ

の

他

１月 ３０３ ２３ ２ ４２ ２ ７ １７４ ５３ 

２月 ２８９ ２９ ２ ２ ３３ １ １７２ ５０ 

３月 ３３０ １ ３４ ５ １ ４７ １ ２ １６３ ７５ １ 

４月 ２６８ ３１ １ ３ ３８ １ ２ １４７ ４３ ２ 

５月 ２６６ １ ３５ ７ ４ ３２ ７ １３３ ４６ １ 

６月 ２５８ １ ２８ ３ ３ ３２ １０ １３４ ４５ ２ 

７月 ３１８ １ ３６ ５ ８ ３６ ５ ２ １７０ ５４ １ 

８月 ３０５ ３９ ７ ４ ４９ ２ ５ １４４ ５３ ２ 

９月 ２５７ １ ３８ １ １ ３４ １ ２ １４３ ３６ 

１０月 ３１０ ４８ ２ ４９ １ ３ １４６ ６１ 

１１月 ２７１ ２２ ５ ４３ １ ２ １４６ ４９ ３ 

１２月 ３２４ ３７ １ ４８ ３ １８８ ４４ ３ 

合  計 ３，４９９ ２ ０ ３ ４００ ４１ ２６ ４８３ １４ ４６ １，８６０ ６０９ ０ ０ １５ 

　０～　２ １５４ ８ １６ ２ ３ １０９ １５ １ 

　２～　４ １０２ ６ １２ ２ ７２ ８ ２ 

　４～　６ １０９ ７ １２ ４ ８２ ２ ２ 

　６～　８ １９３ ３５ １ ２３ ４ １１６ １３ １ 

 　８～１０ ４０５ １ ５２ ６ １ ６７ ２ ２ ２０９ ６５ 

１０～１２ ４１１ ４２ ３ ４ ６２ ６ １８７ １０７ 

１２～１４ ４６１ ５８ ７ １０ ５１ １ ４ ２０４ １２５ １ 

１４～１６ ４１７ １ ４２ １０ ２ ６５ ２ ７ ２０４ ８２ ２ 

１６～１８ ３８８ １ ６１ １０ ３ ４８ ２ ３ １６８ ９１ １ 

１８～２０ ３６６ １ ５５ １ ４ ６１ ２ ３ １９６ ４２ １ 

２０～２２ ２８８ １ ２５ ２ ２ ３７ １ ３ １７８ ３７ ２ 

２２～２４ ２０５ ９ １ ２９ ７ １３５ ２２ ２ 
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性別、年齢別、程度別、月別の搬送状況
種　別

項　目

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ　の　他

転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
器
材
搬
送

そ

の

他

搬 送 人 員 ３，３０６ １ ０ ０ ４１８ ４１ ２６ ４４８ １０ ３３ １，７１７ ６０８ ０ ０ ４

性　

別

男 １，７０９ ２３１ ３８ ２４ ２０７ ７ １２ ８９４ ２９５ １

女 １，５９７ １ １８７ ３ ２ ２４１ ３ ２１ ８２３ ３１３ ３

年　
　

齢　
　

別

新生児 ４ １ ２ １ 

乳幼児 １４４ １８ ３１ ８０ １５

少 年 １５８ ５６ １８ ２３ １ ２ ４０ １８

成 人 １，１４９ ２３９ ３９ ６ １００ ７ ２２ ５５６ １７８ ２ 

老 人 １，８５１ １  １０５ ２ ２ ２９４ ２ ９ １，０４０ ３９５ １ 

程　
　

度　
　

別

軽 症 １，０３０ ２４０ ９ １４ １７７ ６ ７ ５５１ ２５ １ 

中等症 １，６１４ １ １３５ １８ １１ １８１ ４ １７ ８９０ ３５４ ３

重 症 ５７２ ３６ １３ １ ７８ ３ ２１４ ２２７  

死 亡 ８８ ５ １ １２ ６ ６２ ２  

その他 ２ ２  

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別

１月 ２８８ ２６ ２ ４１ １ ５ １６０ ５３

２月 ２６４ ２４ ２ １ ３２ １ １５４ ５０

３月 ３０９ ３４ ５ １ ４３ １ １ １４９ ７５

４月 ２５１ ３０ １ ３ ３６ １ １ １３６ ４３

５月 ２５３ １ ３４ ７ ４ ２８ ６ １２７ ４６

６月 ２４６ ３０ ３ ３ ３０ ８ １２７ ４５

７月 ３０８ ４０ ５ ９ ３２ ３ ２ １６４ ５３

８月 ２９１ ４２ ７ ４ ４４ ２ ３ １３４ ５３ ２

９月 ２４３ ４０ １ １ ３４ １ ２ １２８ ３６

１０月 ３００ ５３ ２ ４５ １ ２ １３６ ６１

１１月 ２５８ ３０ ５ ４１ １ １３０ ４９ ２

１２月 ２９５ ３５ １ ４２ １ １７２ ４４
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応急手当の普及啓発活動状況
区　分

年

 救　　　　  命　　　　  講　　　 　 習

講 習 回 数 新規受講者数 再受講習者数 合 計

８年 ９ ２５５ ２５５ 

９年 ４６ ９３８ ９３８ 

１０年 ２０ ３３３ １４ ３４７ 

１１年 ３１ ４８３ ２０ ５０３ 

１２年 ４１ ７３２ １６２ ８９４ 

１３年 ２２ ３２１ ５４ ３７５ 

１４年 ５２ ７３２ ８５ ８１７ 

１５年 ８２ １，８３７ １９４ ２，０３１ 

１６年 １１２ ２，２９６ ３５６ ２，６５２ 

１７年 ７４ １，２８０ ２７５ １，５５５ 

１８年 ８３ １，５６０ ２４９ １，８０９ 

１９年 ７０ １，１３２ １８１ １，３１３ 

２０年 ５９ １，１３８ ２６８ １，４０６ 

合　計 ７０１ １３，０３７ １，８５８ １４，８９５ 

※　過去１３年間の新規受講者総数は１３，０３７人で管内住民の約７人に１人が救命講習を受講した
ことになります。

救命スタッフのいる事業所認定制度について
消防本部においては、応急手当の普及啓発活動を推進するため、積極的に救命講習を開催しており

ます。また一人でも多くの救命を行うことを目的とし、平成１６年４月１日より、救命講習を受講し

た事業所を「救命スタッフのいる事業所」として認定する制度を実施しています。

救命スタッフのいる事業所認定状況

朝 倉 市 筑 前 町 東 峰 村 合　計（事業所）

８１ １４ １３ １０８

平成１６年度から平成２０年度までに、各事業所の協力を得て１０８事業所が認定を受けています。

今後、更なる充実強化を目指します。
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救　助　の　概　要
平成２０年中の救助出動件数は７５件で、前年より１８件の増加となりました。これを事故種別ご

とにみると、交通事故４１件、機械による事故７件、水難事故４件、ガス及び酸欠事故３件、火災２

件、その他の事故１８件となっています。これらの事故で、延べ１，０５５名の隊員（消防団員含む）

が出動し、４１人を救助しました。

事故種別

項　目

火 災 交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

風

水

害

等

よ

る

事

故

機 

械 

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

破

裂

事

故

事　
　
　

故

そ

の

他

の

合　
　
　

計

前　
　
　

年

建　
　

物

建
物
以
外

出 動 件 数 ２ ４１ ４ ７ ３ １８ ７５ ５７ 

出 動 人 員 ３０３ ４２５ ７８ ６０ ４０ １４９ １，０５５ ９５５ 

救 助 人 員 ２ １５ ３ ３ ３ １５ ４１ ３１ 

出動車両台数 ３５ １３９ ２６ ２０ １３ ４４ ２７７ ２０５ 

月別、市町村別の出動件数
事故種別

月　別
市町村別

火 災 交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

風

水

害

等

よ

る

事

故

機 

械 

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

破

裂

事

故

事　
　
　

故

そ

の

他

の

合　
　
　

計

前　
　
　

年

建　
　

物

建
物
以
外

１月 １ ３ １ ５ ２

２月 １ １ ４

３月 ３ １ １ ２ ７ ４

４月 １ ２ ３ ７

５月 ３ ３ ６ ５

６月 １ ４ ２ １ ２ １０ ３

７月 ３ １ １ ５ ８

８月 ７ １ １ １ １０ １０

９月 ３ １ ２ ６ ０

１０月 ７ １ ８ ５

１１月 ４ １ １ ６ ４

１２月 ３ １ ２ ２ ８ ５

合 計 ２ ０ ４１ ４ ０ ７ ０ ３ ０ １８ ７５ ５７

朝 倉 市 １ ２９ ３ ５ ３ １３ ５４ ４６

東 峰 村 １ １ ０

筑 前 町 １ １１ １ ２ ５ ２０ １０

管 外 ０ １
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１１９番着信状況
月別

種別
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合　計

火 災 ５ ５ ３ ２ ５ ４ ２ ３ ２ ３ ２ ２ ３８ 

救 急
救 助

３０３ ２８９ ３３０ ２６８ ２６６ ２５８ ３１８ ３０５ ２５７ ３１０ ２７１ ３２４ ３，４９９ 

問い合わせ
訓 練
誤 報 等

１３０ ３１ ４８ ９１ １２７ １０１ ８８ １８ ８８ ４５ １２０ ２００ １，０８７ 

合 計 ４３８ ３２５ ３８１ ３６１ ３９８ ３６３ ４０８ ３２６ ３４７ ３５８ ３９３ ５２６ ４，６２４ 

医療機関案内状況
月別

区分
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合　計

内 科 １４ ９ １２ １０ １４ ４ １１ １５ ２ １２ ６ １１ １２０

外 科 １０ ２ ６ １０ １５ ４ ６ ５ ３ ５ １０ ６ ８２

小 児 科 ８ ６ １１ ４ ６ ６ ２ ８ １ ６ ４ ５ ６７

特 殊 科 １３ ６ １２ ６ １１ ３ １４ ５ ８ ６ ６ ７ ９７

合 計 ４５ ２３ ４１ ３０ ４６ １７ ３３ ３３ １４ ２９ ２６ ２９ ３６６


